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Abstract

近年、計算言語学の世界では、大量のテ
キストデータ (コーパス)が蓄積されるよ
うになってきたことから、それらのコー
パスに対して様々な情報を付与 (アノテー
ション)し、アノテーションされたコー
パスから言語処理用知識を得る手法が一
般的に用いられている。それゆえ、コー
パスの人手によるアノテーション作業、
アノテーションのガイドラインの管理は
計算言語学の世界で重要なテーマの１つ
になっている。

我々は、アノテーションガイドラインの
管理をアノテーション作業自体と同時
に行うフレームワークを提案する。ア
ノテーションガイドラインの管理とア
ノテーション作業を同時に行うことは、
いくつかの利点が考えられる。例えば、
アノテーションガイドラインを体系的に
管理することができ、一貫性の高いアノ
テーション作業を行うことができるなど
である。

我々は、提案したフレームワークの検
証のために、AImedコーパスと GENIA
コーパスの作成手法を基に、同様のアノ
テーションしたときのアノテーション手
法の手順を示し、その 2つの手順に沿っ
て実際にどのようなアノテーションガイ
ドラインが作成できるかを示す。また、
我々の提案手法を用いた場合と用いなか
った場合で、どのような違いが生じるか
を検証する。

1 はじめに

近年、計算言語学の世界では、我々は様々なテ
キストデータを使用することが可能になり、そ

れらのコーパスに対して様々な情報を付与 (アノ
テーション)し、アノテーションされたコーパス
から言語処理用知識を得る手法が一般的に用い
られている。それゆえ、コーパスのアノテーショ
ンは計算言語学の世界で重要なテーマの１つに
なっている。コーパスのアノテーション手法と
して、人手によるアノテーションが広く行われ
ている。これは、アノテーションされたコーパス
をそのままトレーニングデータとして用い、自
動的に人の言語知識を獲得することが一般的な
手法となってきているからであり、よりエラー
の少ないアノテーションされたコーパスが必要
になってきているからである。というのも、ア
ノテーションのエラーが自動獲得された言語知
識に、直接的に悪影響を及ぼすことが考えられ
るからである。人手によるアノテーション作業
は、人の言語知識をより正確にコーパスにアノ
テーションすることができると考えられる。し
かし、アノテーションの一貫性が崩れることに
よってエラーが生じる可能性もある。このこと
から、アノテーションの一貫性の維持が、人手
によるアノテーションの重要な観点といえる。

我々は、アノテーション作業を、記述子をコー
パス上の単語列に割り振る作業と考える。例え
ば、品詞を示す記述子を各単語に割り振ったり、
固有名詞を示す記述子を文字列に割り振る作業
などである。このような記述子はアノテーショ
ン作業の前にあらかじめ定義されている。定義
された記述子は、どのような単語列に対して割
り振られるべきかの基準を持ち、この基準を基
に、アノテーターは記述子を単語列に割り振る
ことになる。もし、その基準があいまいであり、
アノテーターが基準を順守できない場合、アノ
テーションの一貫性が失われる。

アノテーションの一貫性が失われる原因とな
るケースは、いくつか考えられる。一般的に、ア



ノテーターはどのようにアノテーションすべき
か難しい事例に直面したとき、どのようにアノ
テーションするべきか自ら決定を行う。この決
定は、アノテーターの頭の中にある、記述子に
おける定義の影響を受ける。しかし、アノテー
ション作業が複数のアノテーターによって行わ
れる場合、アノテーター間における定義の差異
によって、一貫性が失われることが考えられる。
また、１人のアノテーターによってアノテーショ
ン作業が行われる場合でも、アノテーション作
業が長期化することで、時間が経つにつれて一
貫性が失われることが考えられる。
アノテーション作業の一貫性を保つ手法とし

て、アノテーションガイドラインの管理がある。
アノテーターが上記のような難しい事例に直面
したとき、どのようにアノテーションすべきか
決定し、その決定を記録に残す。この決定の記録
は、アノテーター自身、あるいは他のアノテー
ターが参照することができ、良い指針とするこ
とができる。本論文では、このような決定に関
する情報をアノテーションガイドラインと呼ぶ
こととする。一般的に、アノテーションガイド
ラインは、アノテーションされたコーパスと並
行して管理される。しかし、アノテーションガ
イドラインの管理手順は、あまり研究されてい
ない分野である。多くのアノテーション作業で
は、ワードプロセッサーやWikiなどによってア
ノテーションガイドラインが管理されている。
そのため、そのようなアノテーションガイドラ
インは体系的に管理されることは難しい。
本論文では、アノテーション作業とアノテー

ションガイドラインの管理を統合するフレーム
ワークを提案し、体系的にアノテーションガイ
ドラインを管理することを目指す。現在、さま
ざまなアノテーションツールが存在する (例：
WordFreak (Wor, 2003), MMAX (MMA, 2001),
Knowtator (Ogr, 2006), GATE (Gat, 2002)など)
が、しかし筆者の知りうる限り、アノテーショ
ン作業とアノテーションガイドラインの管理を
統合する研究は存在しない。我々は、このアノ
テーションシステムの評価のために、実際に我々
のアノテーションシステムをプラグインとして
実装し、既存のアノテーションツールと結びつ
け、アノテーション作業のシミュレーションを
行った。

Section 2では、人手によるアノテーションの
流れについて定義し、アノテーションガイドラ
インの管理に必要なステップを、アノテーショ
ンの流れの中に統合する必要があることを示す。
Section 3では、アノテーション作業とアノテー

ションガイドラインの管理とを統合するための
フレームワークを提案する。Section 4では、プ
ロテインの固有名詞をつけるアノテーション作
業を例に、アノテーション作業中にアノテーショ
ンガイドラインを作成するシミュレーションを
行い、評価を行う。Section 5では、我々のアノ
テーションシステムの実装について説明する。
Section 6では、我々のアノテーションシステム
を用いたときと用いなかったときで、どのよう
な違いが生じるか比較を行い、我々のアノテー
ションシステムの利点について議論する。

2 人手によるアノテーションの流れ

我々のアノテーションシステムは、さまざまな
アノテーションシステムに用いることができる。
本論文では、アノテーションの一例として、プ
ロテインの固有名詞にアノテーションを行うア
ノテーション作業について考えよう。

Figure 1は人手によるアノテーションの流れ
を説明している。一般的にアノテーション作業
とは、コーパスと既に定義された記述子を入力
し、アノテーションされたコーパスを出力する
作業である。入力されたコーパスは、自然言語
で書かれたテキストファイルの集合である。そ
のテキストは、生のテキストであったり、既に
品詞などの記述子が付けられているテキストで
あることもある。基本的にアノテーション作業
は、コーパスから単語列を選択し、適切な記述
子を単語列に割り振るという作業の繰り返しで
行われる。
例として、入力されたコーパスには、以下の

4つの単語列が含まれているとしよう：“IκBα”・
“IL2R”・“IκB”・“serum”。プロテインの固有名
詞にアノテーションを行う作業は、記述子 “PRO-
TEIN”をプロテインの一種だと思われる単語列
に割り振る作業といえる。Figure 2は、4つの単
語列と、記述子 “PROTEIN”の定義の範囲・ボー
ダーラインを示している。
これらの単語列にアノテーション作業を行う

とき、アノテーターはアノテーション作業に対
して適切なアノテーションガイドラインを探す
ことができる。アノテーションガイドラインに
は、記述子に対する定義や、どのようにアノテー
ションすればいいか手法が書かれてある。もし、
アノテーターが適切なアノテーションガイドラ
インを見つけることができたなら、容易にアノ
テーション作業を行うことができるだろう。
例えば、アノテーターが単語列 “IκBα”にア

ノテーション作業を行おうとしたとする。アノ
テーターは記述子 “PROTEIN”に関するアノテー
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Figure 1: 人手によるアノテーションの流れ

ションガイドラインを探し、記述子 “PROTEIN”
の定義を理解することができる。これにより
“IκBα”は明らかに記述子 “PROTEIN”の定義の
内側にいることが分かるので、“IκBα”に記述子
“PROTEIN”を割り振ることができる。一般的に、
アノテーションされた単語列は、アノテーショ
ンインスタンスと呼ばれる。この例では、アノ
テーターは単語列 “IκBα”が記述子 “PROTEIN”
によってアノテーションされたというアノテー
ションインスタンスを得ることになる。同様に、
“serum”は明らかに記述子 “PROTEIN”の定義の
外側にいることが分かるので、アノテーターは
“serum”に記述子 “PROTEIN”を割り振らない。
また、一般的には、このように記述子が割り振
られなかった単語列はアノテーションインスタ
ンスとして扱われない。
以上のように、明らかに定義の内側・外側であ

ることが判断できる単語列が存在する一方で、判
断しにくい単語列も存在する。例えば、“IL2R”
や “IκB”である。“IL2R”や “IκB”のような単
語列は、“PROTEIN”の定義のボーダーライン上
に存在する。“IL2R”は固有のプロテインを指す
単語列ではなく、同じ特性をもったプロテインの
集合を指し示す単語列である。“IκB”も同様で
ある。このような難しい事例では、“PROTEIN”
の定義についてより詳細な情報を持つアノテー
ションガイドラインが必要になる。しかし、そ
のようなアノテーションガイドラインが見つか
らない場合がある。Figure 3(a)は、このような
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Figure 2: アノテーション作業の例

事例を示している。
また、アノテーターが適切なアノテーション

ガイドラインを見つけられなかった場合、アノ
テーター自身が、どのようにアノテーションす
るかを決める必要がある。しかし、たとえどの
ような理由で決定したとしても、自分自身ある
いは他のアノテーターが同様あるいは類似した
状況に直面したとき、同じ決定をするという保
証はない。
この問題は、我々がアノテーション作業を行

う前に、すべてのボーダーラインの事例に対す
る十分に適切なアノテーションガイドラインを
用意することができないために起こる。もし我々
がそのようなアノテーションガイドラインを持っ
ていれば、すべての事例において適切な判断を
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Figure 3:アノテーションガイドラインの直観的
な概念

行うことができ、完璧なアノテーションを行う
ことができるだろう。我々はそのようなアノテー
ションガイドラインをアノテーション作業の前
に用意することができないため、アノテーショ
ン作業の過程の中で、アノテーションガイドラ
インの管理を行う必要がある。
管理は以下のように行われる。例えば“IL2R,”

のような単語列に出会ったとき、まずは現在の
アノテーションガイドラインから適切なガイド
ラインを探し出す。もし適切なガイドラインが
見つかった場合、ガイドラインに従ってアノテー
ション作業を行う。そうでなければ、アノテー
ションをいかに行うか決定するための理由とな
る基準を考える必要がある。そのあと、その基
準を用いてアノテーションガイドラインを作成
し、既存のアノテーションガイドラインに追加・
更新する。これにより、同じあるいは類似の事例
に遭遇したとき、同じ決定を行うことができる。

Figure 3(b)は、ボーダーライン上にある単語
列“IL2R”に対してアノテーションを行わないと
決定した例である。まずは、決定するための基
準を記述し、それを新しいアノテーションガイ
ドラインとしてまとめる。この基準は、図上で
は青いラインで指示している通り、プロテイン
のグループを示す単語列はアノテーションを行
わないというものである。この新しいアノテー
ションガイドラインに従って、アノテーターは
“IL2R”はアノテーションしないと決定する。ま
た、類似の事例である “IκB”もまた、アノテー
ションガイドラインに従い、アノテーションし
ないと決定できる。
逆に、Figure 3(c) は、新たな記述子 “PRO-

TEIN FAMILY OR GROUP”を作り、“IL2R”にア
ノテーションする例である。同様に、“IκB”に
対してもアノテーションを行う。
いずれの場合においても、“IL2R”はアノテー

ションガイドラインにおいて、とてもよい具体
例である。一般的には、アノテーターはこのよ
うな具体例をアノテーションガイドラインの説
明に加える。また、類似な事例に対してアノテー
ションすることを考えて、このアノテーション
ガイドラインに “PROTEIN FAMILY OR GROUP”

のようなキーワードを登録し、探しやすくする
場合がある。ただし、この “IL2R”は実際には
アノテーションされない単語列である。そのた
め、既存のアノテーションツールでは、“IL2R”
のようなアノテーションされない文字列を、ガ
イドラインの具体例として残しておくことが難
しい。Section 3で、我々はこのようなアノテー
ションされていない文字列を具体例として残す
手法について提案する。

3 アノテーションフレームワーク

Section 2では、人手によるアノテーション作業
とアノテーションガイドライン管理の流れを説
明した。本章では、アノテーション作業のプロ
セスとアノテーションガイドライン管理のプロ
セスを統合するための、２種類のフレームワー
クを提案する。１つ目は手法に関するフレーム
ワークである。これは、アノテーション作業手
法、アノテーションガイドライン管理手法の両方
に関するフレームワークである。２つ目はデー
タ構造に関するフレームワークである。これは、
アノテーションインスタンス、アノテーション
ガイドライン両方に関するフレームワークであ
る。Section 3.1では、手法に関するフレームワー
クを、Section 3.2では、データ構造に関するフ
レームワークを説明する。

3.1 手法に関するフレームワーク

既存のアノテーションツールはアノテーション
インスタンスのみを扱うことが多い。これに対
し我々のアノテーションシステムは、アノテー
ションインスタンスとアノテーションガイドラ
インの両方を扱う。さらに、アノテーションイ
ンスタンスとアノテーションガイドラインとを
リンクで結び、２つの関連付けを行う。このリ
ンクは、ガイドラインの説明をより詳しくする
ために用いられる。もし、リンクによってアノ
テーションガイドラインにアノテーションインス
タンスが関連付けられていたら、関連付けられ
ているアノテーションインスタンスがアノテー
ションガイドラインの良い具体例となるだろう。
また、我々のアノテーションシステムを、既

存のアノテーションツールのプラグインとして
実装される。我々は、より多くの既存のツール
で適応できるように、我々のアノテーションシ
ステムでのみがアノテーションガイドラインと
リンクを扱うことができることを想定している。
そのため、リンクはアノテーションガイドライ
ンからアノテーションインスタンスへ一方方向
に指し示すものだと定義する。
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Figure 4:アノテーションインスタンスのデータ
構造

3.2 データ構造に関するフレームワーク

この章では、我々はアノテーションガイドライ
ンのメタデータについて定義を行い、アノテー
ションインスタンス・アノテーションガイドラ
イン・アノテーションガイドラインのメタデー
タの３つのデータ構造の定義を行う。
既存の手法と比べて、われわれのフレーム

ワークは以下の４つの特徴を持っている:

• アノテーションガイドラインが、アノテー
ション作業の必須な要素として扱われる。

• アノテーションインスタンスが３つの要素
で構成される (単語列、記述子、決定) (Fig-
ure 4)。

• アノテーションインスタンスとアノテーシ
ョンガイドラインがリンクで結びついてい
る。

• アノテーションガイドラインがそれぞれ
キーワードが付けられていて、キーワード
によるアノテーションガイドラインの検索
が行える。

以下の章では、アノテーションインスタンス・
アノテーションガイドライン・アノテーション
ガイドラインのメタデータについて詳しく説明
する。

3.2.1 アノテーションインスタンス

Section 2で、実際にはアノテーションされな
い単語列が、アノテーションガイドラインの管理
には重要になることがあることを示した。対し
て、多くの既存のフレームワークではアノテー
ションインスタンスには “決定” は無く、２つ
の要素で構成されている (単語列、記述子)。し
かし、既存のフレームワークでは実際にはアノ
テーションされてない単語列を扱うことができ
ないため、このようなアノテーションインスタ
ンスをアノテーションガイドラインの管理に用
いることができない。我々の手法ではアノテー
ションインスタンスが３つの要素で構成される
(単語列、記述子、決定)。“決定”を用いること
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Figure 5: アノテーションガイドラインとメタ
データのデータ構造

で、我々は実際にアノテーションされた単語列
だけでなく、実際にはアノテーションされなかっ
た単語列もアノテーションインスタンスとして
扱うことができる。
例えば、プロテインの固有名詞にアノテーショ

ンを行い、“IκB”と“IL2R”に対して記述子を与
えなかった場合でも、“IκB”と“IL2R”は “PRO-
TEIN FAMILY OR GROUP” に関するアノテーシ
ョンガイドラインにおいて良い具体例とするこ
とができる。しかし、“serum”は良い具体例と
は言えない。というのも、“serum”がプロテイ
ンではないと、容易に判断できるからである。
我々のフレームワークでは、“IκBα”のような
単語列に対するアノテーションインスタンスを
ポジティブアノテーションインスタンスと呼び、
“IκB”と “IL2R”のような単語列に対するアノ
テーションインスタンスをネガティブアノテー
ションインスタンスと呼ぶ。我々は、このポジ
ティブ・ネガティブアノテーションインスタン
ス両方をアノテーションガイドラインに関連づ
け、よい具体例として用いることができる。

3.2.2 アノテーションガイドライン

アノテーションガイドラインとは、どのよう
な単語列に対してアノテーションを行うかの基
準を記述したものである (Figure 5)。我々のフ
レームワークでは、アノテーションガイドライ
ンの基準は自然言語で記述することができる。

3.2.3 メタデータ

アノテーションガイドラインは、複数のアノ
テーションインスタンスと関連付けられ、関連付
けられたアノテーションインスタンスによって
アノテーションガイドラインの理解を深めるこ
とができる。例えば、アノテーションインスタン
ス “IκB”は、キーワード “PROTEIN” や “PRO-
TEIN FAMILY OR GROUP” などが付けられてい
るアノテーションガイドラインと関連付けられ
るべきだろう。そのため、アノテーションイン
スタンスとアノテーションガイドラインは多対
多に関連づけられる。我々のフレームワークで



は、この関連づけをアノテーションガイドライ
ンのメタデータとして表現している。
すべてのアノテーションインスタンスには固

有の IDが割り振られている。アノテーション
ガイドラインはメタデータを持ち、メタデータ
にはアノテーションガイドラインと関連付けら
れたアノテーションインスタンスの IDが保存
されている (Figure 5)。また、後でアノテーショ
ンガイドラインを参照するために、必要なアノ
テーションガイドラインをすばやく検索する手
法が必要になる。我々はその手法として、アノ
テーションガイドラインのメタデータに対して
キーワードを割り振り、そのキーワードを管理
することで、素早く検索できるようにしている。

4 検証

Section 3では、アノテーション作業のプロセス
とガイドライン管理のプロセスを統合するため
のフレームワークを提案した。ここでは、実際
にアノテーションガイドラインを作りながらア
ノテーション作業を行う例を述べ、本手法を用
いた場合と用いなかった場合の比較を行う。
例として、生物医学論文に対してプロテイン

の固有名詞にアノテーションを行ってみよう。こ
の検証では、２つの異なった形式 (AIMed、GE-
NIA) でのアノテーションを行う。この２つの
形式を生物医学論文に対して行い得られたコー
パスは、広く自然言語処理の世界で用いられて
いる。この二つの形式では用いられたアノテー
ションガイドラインが互いに異なるため、この
二つの形式によって行われた固有名詞アノテー
ションは、同じ文章に対して異なったアノテー
ションになる。我々は、この二つの形式による
アノテーションを用いて、我々の手法を用いな
かった場合と用いた場合による違いについて検
証する。

4.1 AIMed styleでのアノテーション

まずは、AIMed形式でのアノテーション作業を、
ステップごとに説明しよう。本検証では初期状
態として、１つの記述子 “PROTEIN、”と２つの
単語列 “IL2R,”と “IκB”を持つコーパスが存在
するとする (Figure 6の AIMedの (a))。

Step (1) 単語列を選択する

• ここでは “IL2R,”を選択したとする。

Step (2) 適切なアノテーションガイドラインを
探す→存在せず

• “IL2R”はプロテインの集合を示す単
語列である。

• アノテーターはプロテインの集合を示
す単語列へのアノテーションに関する
ガイドラインを探す。ここでは、適切
なガイドラインが存在しないとする。

Step (3) アノテーションガイドラインの更新

• アノテーターは、“プロテインの集合
を示す単語列に対してプロテインの固
有名詞である記述子をつけない”とい
う基準を作成し、新たなアノテーショ
ンガイドラインを作成する。

• この例では、アノテーターは新たな記
述子を作成する必要はない。

Step (4) アノテーションを行う

• 新たなアノテーションガイドラインに
従い、アノテーターは単語列 “IL2R”
に対して記述子を割り振らないという
決定をする。

Step (5) 具体例とアノテーションガイドライン
とを関連付ける

• アノテーターは、このアノテーション
インスタンスがアノテーションガイド
ラインにとって良い具体例だと考えた
場合、アノテーションインスタンスに
関する情報をアノテーションガイドラ
インに登録する。

• 後でこのアノテーションガイドライン
を参照するために、このアノテーショ
ンガイドラインを整理しておく必要
がある。このとき、整理の仕方はアノ
テーターに依存する。

Step (1) 単語列を選択する

• アノテーターがプロテインの集合を示
す別の単語列 “IκB,” を選択したとす
る。

Step (2) 適切なアノテーションガイドラインを
選択する→存在する

• 単語列 “IL2R”をアノテーションした
時に得られたガイドラインが、適切な
アノテーションガイドラインとなる。

Step (4) 　アノテーションを行う



IL2R
Protein_family_

or_groupid = “a1”

(c)

(b)

Protein
Protein_family_or group

I B
Protein_family_

or_groupid = “a2”

:

:

IL2R
Protein_family_

or_groupid = “a1”

: Protein_family._or_group

IL2Rproteinid = “a1”

I Bprotein

:

id = “a2”

:

(c)

IL2Rproteinid = “a1”

:

(b)

“IL2R”

“I B”
Protein

(a)

“IL2R”

“I B”
Protein

(a)

AImed style GENIA style

Protein_family._or_group

• a1

• a1, a2 • a1, a2

• a protein
family_or_group • a1

• a protein
family_or_group

• a protein
family_or_group

• a protein
family_or_group

Figure 6: AIMed styleと GENIA styleによるアノテーションの検証

• 適切なアノテーションガイドラインが
存在しているので、アノテーターは
ガイドラインに従って、記述子 “PRO-
TEIN”を単語列 “IκB”に割り振らない
ことを決める。

Step (5) 具体例とアノテーションガイドライン
とを関連付ける

• アノテーターがアノテーションガイド
ラインに対して、単語列 “IκB”をよい
具体例だと考えた場合、この単語列に
関する情報をアノテーションガイドラ
インに登録する。

Table 1は、本手法を用いなかった場合と用いた
場合の違いを示している。

Figure 6のAIMed styleの (a)はFigure 1の (1)
を、Figure 6のAIMed styleの (b)は Figure 1(2)-
(5)の右側のルートを表している。アノテーター
が記述子の概念のボーダーライン上にある単語
列 (例えば “IL2R”)にアノテーションを行わな
ければいけないとき、アノテーターは単語列を
プロテインとしてアノテーションすべきかどう
か決定を行わなければいけない。AIMed style
の場合、アノテーターは “プロテインの集合を
示す単語列に対してアノテーションの固有名詞
である記述子をつけない”という基準をもとに
決定を行う。Figure 6のAIMed styleの (c)はは
Figure 1(1)-(5)の左側のルートを表している。こ

のアノテーションガイドラインに従うことによっ
て、プロテインの集合を表す固有名詞に対して
一貫性のあるアノテーションを行うことができ
るようになる。

4.2 GENIA styleでのアノテーション

Figure 6の右側は、 GENIA styleによる同様の
アノテーション作業を表している。

Step (1) 単語列を選択する

• ここでは “IL2R,”を選択したとする。

Step (2) 適切なアノテーションガイドラインを
探す→存在せず

• “IL2R”はプロテインの集合を示す単
語列である。

• アノテーターはプロテインの集合を示
す単語列へのアノテーションに関する
ガイドラインを探す。ここでは、適切
なガイドラインが存在しないとする。

Step (3) アノテーションガイドラインの更新

• アノテーターは “プロテインの集合
を示す単語列には、記述子 “PRO-
TEIN FAMILY OR GROUP” を割り振
る” という基準を作成し新たなアノ
テーションガイドラインを作成する。



Table 1: 本手法を用いなかった場合と用いた場合の比較

Step in
Figure 1

本手法を用いなかった場合 本手法を用いた場合

(2)
適切なアノテーシ
ョンガイドライン
を探す

一般的に。アノテーションガイドラ
インはワードプロセッサーやWiki
などで管理される。そのため、適
切なアノテーションガイドライン
を探す場合、文字列検索などを用
いる必要がある。

本手法を用いる場合、ガイドラインはキー
ワード:“PROTEIN FAMILY OR GROUP”を用
いて検索することができる。

(3)
アノテーションガ
イドラインの更新

アノテーションガイドラインの形
式は、アノテーターに依存する。一
般的に。アノテーションガイドラ
インはワードプロセッサーやWiki
などで管理される。

アノテーターは、新しいアノテーションガ
イドラインを作成し、自然言語で基準を記
述し登録する (Section 5.1.2)。

(5)
具体例とアノテー
ションガイドライ
ンを関連付ける

アノテーションインスタンスがア
ノテーションガイドラインにとっ
て良い具体例と考えられる場合、
一般的には、アノテーションガイ
ドラインにアノテーションインス
タンスの字面・前後の単語・文脈
などを書き留めておく。

単語列はアノテーションインスタンスとし
て扱われ、既存のアノテーションツールに
よって固有の IDが割り振られる。アノテー
ションガイドラインは、メタデータによっ
てアノテーションインスタンスの IDを登録
する (Section 5.1.3)。これにより、アノテー
ションインスタンスとアノテーションガイド
ラインは関連づけられる ((b) of AIMed style
in Figure 6)。

• このガイドラインに従い、新たな記述
子 “PROTEIN FAMILY OR GROUP” を
作成する。

Step (4) アノテーションを行う

• 新たなアノテーションガイドラ
イ ン に 従 い 、ア ノ テ ー タ ー は
“IL2R” に対 して記 述子 “PRO-
TEIN FAMILY OR GROUP” を割り振る
という決定をする。

Step (5) 具体例とアノテーションガイドライン
とを関連付ける

• アノテーターは、このアノテーション
インスタンスがアノテーションガイド
ラインにとって良い具体例だと考えた
場合、アノテーションインスタンスに
関する情報をアノテーションガイドラ
インに登録する。

• 後でこのアノテーションガイドライン
を参照するために、このアノテーショ
ンガイドラインを整理しておく必要
がある。このとき、整理の仕方はアノ
テーターに依存する。

Step (1) 単語列を選択する

• アノテーターがプロテインの集合を示
す別の単語列 “IκB,” を選択したとす
る。

Step (2) 適切なアノテーションガイドラインを
選択する→存在する

• 単語列 “IL2R”をアノテーションした
時に得られたガイドラインが、適切な
アノテーションガイドラインとなる。

Step (4) アノテーションを行う



• 適切なアノテーションガイドライ
ンが存在しているので、アノテー
ターはガイドラインに従って、記述
子 “PROTEIN FAMILY OR GROUP” を
単語列 “IκB” に割り振ることを決め
る。

Step (5) 具体例とアノテーションガイドライン
とを関連付ける

• アノテーターがアノテーションガイド
ラインに対して、単語列 “IκB”をよい
具体例だと考えた場合、この単語列に
関する情報をアノテーションガイドラ
インに登録する。

Figure 6 の GENIA style が、GENIA style
によるアノテーションの流れを表している。
GENIA style の場合、アノテーターは “プロテ
インの集合を示す単語列には、記述子 “PRO-
TEIN FAMILY OR GROUP”を割り振る”という基
準をもとに決定を行う。GENIA styleと AIMed
styleとでは得られるアノテーションされたコー
パスは異なるが、基本的なアノテーション作業
の流れは同じである。そのため、アノテーショ
ンガイドラインを扱う Stepが同じように存在
し、既存の手法との違いは Table 1で示してい
る通りになる。

5 実装

我々のアノテーションシステムを基に、アノテー
ションインスタンス・アノテーションガイドライ
ン・アノテーションガイドラインのメタデータを
扱うためのツール “Annotation Guideline Editor
(AGE)”の実装を行った。AGEは既存のアノテー
ションツールの機能の拡張を行い、既存のツー
ルでは行えなかったアノテーション作業のステッ
プのサポートを行う。

Section 5.1では、AGEの持つ機能がどのよう
に各ステップのサポートを行うかについて説明
する。ここで、一般的なアノテーションの流れ
を再掲しよう。

(1) 単語列を選択する

(2) 適切なアノテーションガイドラインを探す

(3) ガイドラインの更新

(4) アノテーションを行う

(5) 具体例をガイドラインと関連付ける

(1)と (4)は既存のツールで行われるため、AGE
ではサポートしない。AGEでは、(2)・(3)・(5)
のサポートを行う。(2)については Section 5.1.1
で、(3)については Section 5.1.2で、(5)につい
ては Section 5.1.3で説明する。
また、(4)については既存のアノテーション

ツールに大きく依存し、(4)で得られたアノテー
ションインスタンスを AGEで受け取る APIな
どが必要になる。Section 5.2では、既存のアノ
テーションツールとのプラグインとして用いる
ために必要な要素について説明する。

5.1 AGEの機能

5.1.1 適切なアノテーションガイドラインを
探す

Figure 7は、キーワードを用いてアノテーシ
ョンガイドラインを検索しているスナップショ
ットである。アノテーションガイドラインを検
索するためには、2つの機能が必要になる。１
つ目はアノテーションガイドラインを特徴づけ
るようなキーワードを用いた検索手法である
AGE では、木構造を用いてキーワードのセッ
トを管理している。木構造の各ノードが１つの
キーワードを持ち、あるキーワードを持つノー
ドの下のノードには、そのキーワードのサブク
ラスのキーワードが格納されている。例えば、
あるノードにはキーワード “PROTEIN” が格納
され、そのノードの下のノードにはキーワード
“PROTEIN FAMILY OR GROUP”が格納されてい
る。もし、アノテーターがプロテインに関する
アノテーションガイドラインをすべて探し出し
てほしいなら、キーワード “PROTEIN”や、キー
ワード “PROTEIN FAMILY OR GROUP”を含むサ
ブクラスのキーワードを用いて検索することに
なるだろう。
アノテーションガイドラインを探し出すもう

一つの方法としては、具体例となったアノテーシ
ョンインスタンスから辿る方法がある。例えば、
記述子 “PROTEIN”に関するアノテーションガイ
ドラインを探したいなら、記述子 “PROTEIN”に
よってアノテーションされたアノテーションイ
ンスタンスを探しだし、そのアノテーションイ
ンスタンスに関連付けられたアノテーションガ
イドラインを見つける方法がある。これについ
ては、Section 5.1.3で説明する。

5.1.2 アノテーションガイドラインの更新

Figure 8は、AGEを用いてアノテーションガ
イドラインを更新しているスナップショットであ
る。Figure 8中のGuideline Metadata Viewerは、



Figure 7: AGEのスナップショット：キーワードによるアノテーションガイドラインの検索

アノテーションガイドラインやメタデータに関
する情報を表示する機能を持っている。我々は、
Guideline Metadata Viewerを用いて、アノテー
ションガイドラインやメタデータの追加・編集
を行うことができる。
こ の 例 で は 、キ ー ワ ー ド “PRO-

TEIN FAMILY OR GROUP” を持つアノテー
ションガイドラインの編集を行っている。アノ
テーションガイドラインは、記述子 “IκBα”に
よってアノテーションされたアノテーション
インスタンスと関連付けられている。AGEは、
アノテーターがアノテーションガイドラインを
用いてアノテーションを行うとき、アノテー
ションガイドラインのメタデータにアノテー
ションインスタンスとのリンクを保持する機能
を持っている。

5.1.3 具体例をアノテーションガイドライン
と関連付ける

アノテーションガイドラインは、単語列をア
ノテーションするときに用いられる。もし、アノ
テーションガイドラインを用いて単語列に記述
子を割り振るか否か、具体例を保存することが
できれば、この具体例はアノテーションガイドラ
インの説明をより明確なものにするだろう。我々
は、アノテーションガイドラインのメタデータ
に具体例となるようなアノテーションインスタ
ンスへのリンクを格納し、必要な時にアノテー
ションインスタンスを参照できるようにする。

アノテーションインスタンスへのリンクは、
以下の手法で作成される。まず、既存のアノテー
ションツールによって、単語列に記述子が割り
振られ、アノテーションインスタンスが作られ
る。このとき、アノテーションインスタンスに
は固有の IDが割り振られる。AGEはこの IDを
アノテーションガイドラインのメタデータに格
納することができる。

記述子が割り振られた単語列は、ポジティブ
アノテーションインスタンスとして扱われる。
また、記述子が割り振られなかった単語列も、
アノテーションガイドラインにとっては良い具
体例になる場合がある。良い具体例となる、記
述子が割り振られなかった単語列は、ネガティ
ブアノテーションインスタンスとして扱われる。
AGEでは両方のアノテーションインスタンスの
IDをアノテーションガイドラインのメタデータ
に格納する。もし、あるアノテーションインス
タンスに関連するアノテーションガイドライン
が必要なときは、AGEはすべてのアノテーショ
ンガイドラインを一度読み込み、そのアノテー
ションインスタンスに関連付けられたアノテー
ションガイドラインを探し出すことができる。

Figure 9は、AGEによってアノテーションイ
ンスタンスとアノテーションガイドラインの関
連づけ格納しているスナップショットである。
Guideline Metadata Viewerはアノテーションガ
イドラインに関連付けられているアノテーショ
ンインスタンスが表示されている。同様に、An-



Figure 8: AGEのスナップショット：アノテーションガイドラインの管理

Figure 9: AGEのスナップショット：アノテーションインスタンスとアノテーションガイドライン
の関連付け

notation Metadata Viewerはアノテーションイン
スタンスに関連付けられているアノテーション
ガイドラインが表示されている。

5.2 拡張性

本論文では、AGEを既存のツールの一つとして
Eclipse1上で動くアノテーションツール Vex2の
プラグインとして実装を行った。Figure 10は実
際に、AGEをVexのプラグインとして実行した
ときのスナップショットである。既存のアノテー
ションツールが AGEの必要としている APIを
持っている場合、AGEはアノテーションガイド
ラインの管理を行うことができる。純粋な Vex
はAGEが必要としているAPIを持っていない。
今回の実験では、Vexを拡張し、必要とするAPI

1http://www.eclipse.org/
2http://vex.sourceforge.net/

を追加して、AGEと接続することにした。
AGEが必要としている APIは以下のとおり

である:

• 単語列に固有の IDを割り振り、アノテーシ
ョンインスタンスを作ることができる API

• アノテーションインスタンスを追加・編集・
削除した時に、AGEにイベントを伝えるた
めの API

6 既存手法との比較

Section 4では、我々のアノテーションシステム
の検証を行い、Section 5では、我々のアノテー
ションシステムの実装を行った。本章では、具
体的に、どのような点でわれわれのツールによ
り改善された点について議論する。



Figure 10: AGEのスナップショット：Vexとの接続

われわれのツールは、アノテーションガイドラ
インの管理を行いながらアノテーション作業を
行うことを実現することができる。アノテーショ
ンガイドラインは、実際にアノテーションガイド
ラインを用いてアノテーションされた instance
により、より詳しい情報を持つことができる。
これは、Word ProcessorやWikiなどによって管
理されたアノテーションガイドラインよりも、
より一貫性を保つために適したガイドラインに
なっている。これにより、より一貫性がとれた
アノテーションが行えると考えられる。
また、アノテーションされた単語列が、どのよ

うなアノテーションガイドラインによってアノ
テーション作業されたかも、簡単にわかるよう
になる。今までは、GENIA styleやAIMed style
のように、同じ目的のアノテーションが、異な
るガイドラインによってアノテーション作業が
行われた場合、得られたコーパスを比較するこ
とにより、どのようなアノテーションガイドラ
インの違いが存在するかを推測するしかなかっ
た。本手法ではアノテーションインスタンスと
アノテーションガイドラインがが関連付けられ
た形で管理されているので、アノテーションガ
イドラインの比較が容易に行うことができる。

7 まとめ

本論文では、アノテーション作業とアノテーショ
ンガイドラインの管理を統合したアノテーショ
ンシステムの提案を行い、実際にアノテーショ
ンシステムの実装を行った。我々のアノテーショ

ンのフレームワークの説明の前に、まず一般的
なアノテーションの流れを説明を行い、アノテー
ションガイドラインの管理の重要性を説明した。
アノテーションガイドラインの管理のために、
我々は２つのフレームワークを提案した。１つ
目は、アノテーションインスタンス・アノテー
ションガイドライン・アノテーションガイドラ
インのメタデータのデータ構造について。２つ
目は、それらのデータ構造に対する管理手法に
ついてである。これらのフレームワークを基に、
我々の手法を用いた場合と用いなかった場合の
アノテーションの流れの検証を行い、その差を
比較した。また、我々のアノテーションシステ
ムをどのように実装できるか説明を行い、実際
に実装を行った。
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